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令和６年度 NITS・岐阜大学教職大学院等コラボ研修プログラム支援事業 

ポジティブな学校文化をつくるエビデンスを活用する管理職研修 
 

１ 研修開発の趣旨 

 今日、不登校やいじめ、特別な支援を必要とする子どもの増加を受けて、管理職が教職員と協

働して、多様な子どもが安心して学べるポジティブな学校文化を構築することが緊喫の課題とな

っている。その課題を解決するために、全ての子どものよさ（望ましい行動）に注目し、それを

引き出し、認め合う仕組みをつくるスクールワイド PBSのエビデンスが注目される。 

本事業では、管理職が教職員と協働して、多様な子どもが安心して学べるポジティブな学校文

化をつくるために、スクールワイド PBSを学び、活用するための研修を開発した。 

 

２ 内容 

 研究協力者：山県市小学校 9・中学校３の校長先生（及び校内担当者） 

 

①スクールワイド PBS研修 8月 20日（火）13:00-15:00 

 第１部 スクールワイド PBSの講義とモデル校の実践報告 

講師 岐阜大学教職大学院（平澤紀子教授、原尚特任教授、古賀英一特任教授） 

山県市教育長 服部和也氏、教育委員会担当者 土田哲也氏 

小学校モデル 大村統子氏、中学校モデル 伊藤泰介氏 

第２部 グループワーク：自校の充実策の作成 

第３部 全体交流・まとめ 

 

【スクールワイド PBSとは？】 

スクールワイド PBS は、全ての子どもを対象として、学校を安全で効果的な学習環境とするた

めに必要な社会的文化や個別の行動支援を確立するシステムアプローチ（Sugai & Horner, 2009）

である。自分達は「何を大切にするのか」を考え、具体的な行動として示し、それを引き出す環境

を整え、認め合い、成長を喜ぶ仕組みつくりといえる。全ての子どもを対象とした第１層支援を土

台に、個々に必要

な支援を構築す

る。それにより、

子どもの社会的

行動や学業、学校

文化が向上し、問

題行動が減少す

ることが明らか

にされている。 

教育制度に位

置づけた米国を

中心に世界的に

普及し、日本でも徳島県や宮崎県、山県市では教育振興基本計画に位置づけて取り組んでいる。 

第    
 スクの い行動を示す生 
に対する特別な個別システム

第    
 スクのある行動を示す生 
に対する特別なグループシステム

 １ 学校  のための  的 層モデル（      ら       

第一   
全ての生 、教職員、  に
対する学校、学   のシス
テム

１  

生 の   

    ある成果の実 に向けて

 望ましい行動目 の決 
 望ましい行動の教授

 望ましい行動の 認システム
 望ましくない行動 の対 システム
 デー に基づく  決 

 管理職の ー ーシ プ、支援チーム

 教育行政の ポー 

スクールワイド   は、全ての  生 を対象として、学校を安全で効果的な
学習環境とするために必要な社会的文化や個別の行動支援を確立するシステム
アプローチ（                   ）

・子どもの 化

社会的行動や学業の向上

問題行動や支援 ー の減少

・教師の 化

ポジティブな  の向上

・学校の 化

学校文化、チーム力、 ン ル ルスの  

 スクールワイド   研修
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【行動理論に基づく取り組みの具体化】 

「大切にしたいこ

と」を子どもと考え、

具体的な行動として

示し、その取り組みを

可視化し、認め合い、

成長を喜ぶ仕組みを

考えた。ルールを増や

すのでない。それぞれ

の取り組みを尊重し、

認め合う文化をつく

ることを目的とする。 

 

【学校経営における方針】 

スクールワイド PBSが成果を実 するためには、  した実践がどの程度実行されたかが重要。

その実行度評 （TFII）を基に、学校経営の中での方針（①  の明確化、②推進チームの設置、

③実行計画、④取り組みの可視化と共有）を明確にする。 

 

【山県市のスクールワード PBSの取り組み】 

教育長が「ほめる教育の実践で子どもたちの安心した学びに到達しているが、さらに子ども自身

が行動して、その良さを実感するところに伸びしろがある。そこに、エビデンスを活用する 味が

あるのではないか。」と問題提起した。そして、スクールワイド PBSを教育振興基本計画に位置づ

け、学校を支える教育委員会の推進チームをつくり、モデル校を決めて、その成果を全学校で共有

する仕組みをつくった。 

小学校のモデル校では、校長が「教師のベク ルを同一にし、子どものよさを伸ばしたい」と考

えた。校長、生   、  教諭を推進チームとして、生活  に関する３つのキャンペーンを計

画し、学 で取り組み、その成果を可視化した。話し合いの中で、子どもから個々を尊重する 見

やどうしたらよくなるかの解決策がでるようになった。学校生活アンケー で取り組みの大切さや

うれしいことがあったことが評 され、SDQ評 で子どもの支援 ー の減少がみられた。 

中学校のモデル校では、校長が「生 は教師の 示には従うが自分で目 設 し、取り組む自信

を伸ばしたい」と考えた。校長、特別支援教育コーディネー ー、生 会担当、生 会を推進チー

ムとして、生 が自分のめあてに取り組む「マイチャレンジ」のキャンペーンを行い、各自の取り

組みに教師や他生 がコ ン する仕組みをつくった。生 アンケー では他者から認められる安

心感や 欲の向上が 摘され、自己効力感の評 では向上がみられた。 

行動理論に基づく「めあて・ 立て」の具体化

 がかり
          

 果
           

どんな行動する
        

子どもが自分で考え、取り組み、その成果を実感できるように
自分達が「大切にしたいこと」を具体的な行動として示し、それを
引き出す環境を整え、認め合い、成長を喜ぶ仕組みをつくる

良いことが生じる

 化
望ましい行動を
引き出す環境

大切にしたいこと（具体的な ）
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【グループワーク】 

スクールワイド PBSの視点から、自校の取り組みを振り返り、自校の充実策を作成した。 

 

②フォローア プ研修 12月 23日（月）13:00-15:00 

各校の実践成果を報告交流し、管理職がどのようにエビデンスを活用できるかを検討した。 

 

いずれも、スクールワイド PBS のエビデンスを踏まえて、自分達は「何を大切にするか」とい

う目 設 や認め合いの仕組みを見直した。ある学校では、校長先生が  会の言葉を取り組む目

 とした。ある学校では、生 が自ら目 を考え、決めるプロセスを見直した。ある学校では、一

人一人が活躍できる目 を提案した。教育目 そのものの見直しを教職員に問うた学校もある。そ

して、校長先生は担当者に働きかけ、取り組みの成果を共有できるようにした。一方、個々に必要

な支援や、経営課題を把握し、進捗状況や成果を検討するために、どのようにデー を活用するか、

という なる取り組みに向けた課題も 摘された。 

 

3 研修評  

①全体的満足度 10点中 8.6点  

②研修で得られたこと 「知識」「 在の取り組みを充実するための視点や方法」「新たな取り組

みの視点や方法」のいずれも「得られた」「ある程度得られた」と回答された。 

③校長先生の取り組みの 化 

「大切にすること」や「具体的な や 立て」「認め合い」の仕組みを充実させていた。 
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④実践により 化したこと 

校長先生の見通しや自

信、教職員のポジティブ

な子ども理解や支援、子

どもの主体的な取り組

み、チーム力のいずれに

おいても「 化した」「あ

る程度 化した」と捉え

ていた。とくに、校長先

生自身が学校経営の中

で 在の取り組みの位

置づけをあらためて認

識したこと、子どもが安

心して発言したり、自ら

こうしたいとする が

みられるようになった

りしたこと、教職員が子どもの願いやがんばりを受け止める感度が まったことを 摘された。 

 

⑤学校生活アンケー  

事前（6月）と事後（1月）、  生 に学校生活アンケー （School Climate: 若林他作

成：25項目 4件法回答）を行った。その 果、「目 やルールの明確化」「先生は  生 を大

切にしている」「  生 は認め合っている」の評 点が有 に向上した。 

 

4 管理職はエビデンスをどのように活用すればよいか（校長先生の考察の抜粋） 

・スクールワイド PBSは「よさを認める仕組みづくり」。「何をよさ」と捉えるかで学校の在り

方は大きく違う。自校の状況を踏まえた方針が重要である。 

・「よさみつけ」を軸にポジティブな学校づくりに取り組んでいたが、 探りであった。エビデ

ンスを活用し、学校経営の妥当性を確認し、充実策を明確にすることが重要である。 

・いくら有効なエビデンスがあっても、自校の教育を充実する方針がなければ、役にたたな

い。管理職はエビデンスの本質を見極め、取り組み方針を明確にすることが重要である。 

・子どもの教育成果は見えにくく、ゆえに  えもわかりにくい。デー を基に必要な取り組

みを明確にし、その推進状況を可視化すると、子どもと教員とともに考え、充実できる。 

 

5 他の教育委員会等 の参考 

①NITS の提唱する研修観の転換を踏まえて、管理職が教職員と協働して、今日的な課題解決に

向けたエビデンスを学び、活用する研修を提案。 

②本研修により、管理職の職能の 度化および教育委員会の学校支援の向上を れる。 

③オンライン研修とフォローア プ研修、成果共有の仕組みとすることで、負担を軽減しな 

がら、研修成果の勤務校や地域 の還元ができる。 

④全国の教職大学院や教育委員会に対して、管理職研修や教育委員会の学校支援に役立つ。 

 

謝辞 

 

本研修事業開発において、研究協力者として研修を受講いただいた校長先生、ご協力いただいた

岐阜県教育委員会様、山県市育委員会様、岐阜県小中校長会様、岐阜大学附属小中学校様に深く感

謝申し上げます。 
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Ⅰ 事業報告 

 

1 研修開発の趣旨 

今日、全ての子ども達の可能性を引き出す「令和の日本型学校教育」を実 するために、管理

職の ー ーシ プやマネジ ン 力の向上が求められている（令和 4年 12月 19日中央教育

審議会答申）。とくに、不登校やいじめ、特別な支援を必要とする子どもの増加を受けて、 期教

育振興基本計画では多様な ー  の対 が示され（令和 5年 3月 8日中央教育審議会答申）、

 訂生   提要では従来の課題解決的な  だけでなく、成長を促す積極的な生   を充実

する方針が示され（文部科学省, 2022）、さらには誰一人取り残されない学びの保障に向けた不

登校対策「COCOLOプラン」では、学校を安心して学べる にする方針が示されている（文部

科学省, 2023）。こうした状況において、管理職が教職員と協働して、多様な子どもが安心して

学べるポジティブな学校文化を構築することが緊喫の課題となっている。 

こうした課題に対して、昨今注目されているのがスクールワイド PBS（positive behavior 

support）のエビデンスである。これは、全ての子どもを対象として、学校を安全で効果的な学

習環境にするために必要な社会的文化と個別の行動支援を確立するシステムアプローチである

（Sugai & Horner, 2009）。教育制度(IDEA)に位置づけた米国を中心として世界的に拡大し、

日本においても教育振興計画に位置づけた取り組みが開始されている。スクールワイド PBSの中

心的な要素は、子どもの良さやがんばりに注目し、それを引き出す環境を整え、認め合う仕組み

をつくるものであり、わが国の学校教育 の親和性も く、安心して学べる学校づくりに資する

ことが明らかにされている。 

本教職大学院でも、地域の学校や教育委員会と連携し、スクールワイド PBSに取り組み、小中

学校のモデル校で実践成果を検証している。そこで、このような実践成果を基に、管理職がスク

ールワイド PBSのエビデンスを学び、活用する研修を開発すれば、ポジティブな学校文化の構築

に資すると考えられる。 

以上を踏まえて、本事業では、NITSとのコラボ研修として、管理職がスクールワイド PBSの

エビデンスを学び、活用するための研修を開発する。具体的には、（1）スクールワイド PBSの

講義とモデル校の実践を学び、自校の充実策を作成するワークショ プを行う。そして、（2）そ

の実践成果を交流するフォローア プ研修を行い、自校の教育を充実させるためのエビデンスの

活用方法を明らかにする。その成果を（3）NITS・岐阜大学教職大学院コラボ研修の成果公開シ

ンポジウムとして全国に公開し、参加者との協議を踏まえて、全国の教職大学院や教育委員会に

提供する。 

 

2 「NITSからの提案（第一 ）」との関連 

「『研修観の転換』に向けた NITSからの提案（第一 ）～豊かな気付きの醸成～」（令和 6年 4

月 16日）は、令和の日本型学校教育を実 するために、研修者の問題 識からの学びに転換

し、実践の省察や交流から気づきを生み出すという新たな研修デザインや方法を示している。本

事業においては、NITSの提唱を踏まえて、管理職の問題 識からの学びを重視し、実践を通じて

気づきを得るという探求型研修を計画している。具体的には、1回目にスクールワイド PBSの知

識や実践校の情報を学び、管理職が自身の問題 識を基に教職員と自校の充実策を作成し、交流

する。そして、2回目にその実践成果を交流し、エビデンスを活用する方法を明らかにする。研

修成果は岐阜大学教職大学院 HPで発信し、地域で共有する。 

 

３ 内容 

 研究協力者：山県市小学校 9校・中学校 3校の校長先生（及び校内担当者） 
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①スクールワイド PBS研修 8月 20日（火）13:00-15:00 

 第１部 スクールワイド PBSの講義とモデル校の実践報告 

講師 岐阜大学教職大学院（平澤紀子教授、原尚特任教授、古賀英一特任教授） 

山県市教育長 服部和也氏、教育委員会担当者 土田哲也氏 

小学校モデル 大村統子氏、中学校モデル 伊藤泰介氏 

第２部 グループワーク：自校の充実策の作成 

第３部 全体交流・まとめ 

 

【スクールワイド PBSとは？】 

スクールワイド PBS は、全ての子どもを対象として、学校を安全で効果的な学習環境とするた

めに必要な社会的文化や個別の行動支援を確立するシステムアプローチ（Sugai & Horner, 2009）

である。自分達は「何を大切にするのか」を考え、具体的な行動として示し、それを引き出す環境

を整え、認め合い、成長を喜ぶ仕組みつくりといえる。全ての子どもを対象とした第１層支援を土

台に、個々に必要

な支援を構築す

る。それにより、

子どもの社会的

行動や学業、学校

文化が向上し、問

題行動が減少す

ることが明らか

にされている。 

教育制度に位

置づけた米国を

中心に世界的に

普及し、日本でも徳島県や宮崎県、山県市では教育振興基本計画に位置づけて取り組んでいる。 

 

【行動理論に基づく取り組みの具体化】 

「大切にしたいこ

と」を子どもと考え、

具体的な行動として

示し、その取り組みを

可視化し、認め合い、

成長を喜ぶ仕組みを

考えた。ルールを増や

すのでない。それぞれ

の取り組みを尊重し、

認め合う文化をつく

ることを目的とする。 

行動理論に基づく「めあて・ 立て」の具体化

 がかり
          

 果
           

どんな行動する
        

子どもが自分で考え、取り組み、その成果を実感できるように
自分達が「大切にしたいこと」を具体的な行動として示し、それを
引き出す環境を整え、認め合い、成長を喜ぶ仕組みをつくる

良いことが生じる

 化
望ましい行動を
引き出す環境

大切にしたいこと（具体的な ）

第    
 スクの い行動を示す生 
に対する特別な個別システム

第    
 スクのある行動を示す生 
に対する特別なグループシステム

 １ 学校  のための  的 層モデル（      ら       

第一   
全ての生 、教職員、  に
対する学校、学   のシス
テム

１  

生 の   

    ある成果の実 に向けて

 望ましい行動目 の決 
 望ましい行動の教授

 望ましい行動の 認システム
 望ましくない行動 の対 システム
 デー に基づく  決 

 管理職の ー ーシ プ、支援チーム

 教育行政の ポー 

スクールワイド   は、全ての  生 を対象として、学校を安全で効果的な
学習環境とするために必要な社会的文化や個別の行動支援を確立するシステム
アプローチ（                   ）

・子どもの 化

社会的行動や学業の向上

問題行動や支援 ー の減少

・教師の 化

ポジティブな  の向上

・学校の 化

学校文化、チーム力、 ン ル ルスの  

 スクールワイド   研修
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【スクールワイド PBSの進め方】 

スクールワイド PBSが成果を実 するためには、  した実践がどの程度実行されたかが重要。

その実行度評 （TFII）を基に、学校経営の中での方針（①  の明確化、②推進チームの設置、

③実行計画、④取り組みの可視化と共有）を明確にする。 
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【山県市のスクールワード PBSの取り組み】 

 

○教育振興基本計画 の位置づけ 

山県市では、教育長が「ほめる教育の実践で子どもたちの安心した学びに到達しているが、さら

に子ども自身が行動して、その良さを実感するところに伸びしろがある。そこに、エビデンスを活

用する 味があるのではないか。」と問題提起した。そして、スクールワイド PBSを教育振興基本

計画に位置づけ、各学校を支える教育委員会の推進チームをつくり、モデル校を決めて、その成果

を全学校で共有する仕組みをつくった。 

 

 

○小学校モデル校の実践 

校長が学校経営、教育目 、子どもや教員の状況を踏まえて、「教師のベク ルを同一にし、子ど

ものよさを伸ばしたい」と考えた。校長、生   、  教諭を推進チームとして、生活  に関

する３つのキャンペーンを計画し、学 で取り組み、その成果を可視化した。話し合いの中で、子

どもから個々を尊重する 見やどうしたらよくなるかの解決策がでるようになった。学校生活アン

ケー では取り組みの大切さやうれしいことがあったことが評 され、SDQ 評 には子どもの支

援 ー の減少がみられた。 
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○中学校のモデル校 

学校経営、教育目 、生 や教員の状況から、校長が「生 は教師の 示には従うが自分で目 

設 し、取り組む自信を伸ばしたい」と考えた。特別支援教育コーディネー ー、生 会担当、生

 会を推進チームとし、生 が自分のめあてに取り組む「マイチャレンジ」のキャンペーンを行い、

その取り組みに教師や他生 がコ ン する仕組みをつくった。生 アンケー では他者から認め

られる安心感や 欲の向上が 摘され、自己効力感の評 では向上がみられた。 
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【グループワーク】 

スクールワイド PBSの視点から、 在の取り組みを振り返り、自校の充実策を作成し報告した。 

① 在、ポジティブな学校文化をつくるために取り組んでいること 

② 在の取り組みを、スクールワイド PBSの観点から振り返ってみましょう。 

③自校の充実策 スクールワイド PBSの観点から、 在の取り組みで充実できそうなこと。 
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グループ 1 3つの小学校（  数 316人、317人、159人）で検討 
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グループ 2 3つの小学校（  数 59人、47人、67人）で検討 

 

グループ 3 3つの小学校（96人、27人、29人）で検討 

 

グループ 4 3つの中学校（403人、72人、137人）で検討 
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②フォローア プ研修 12月 23日（月）13:00-15:00 

各校の実践成果を報告交流し、管理職がどのようにエビデンスを活用できるかを検討した。 

 
いずれも、スクールワイド PBS のエビデンスを踏まえて、自分達は「何を大切にするか」とい

う目 設 や認め合いの仕組みを見直した。ある学校では、校長先生が  会の言葉を取り組む目

 とした。ある学校では、生 が自ら目 を考え、決めるプロセスを見直した。ある学校では、一

人一人が活躍できる目 を提案した。教育目 そのものの見直しを教職員に問うた学校もある。そ

して、校長先生は担当者に働きかけ、取り組みの成果を共有できるようにした。一方、個々に必要

な支援や、経営課題を把握し、進捗状況や成果を検討するために、どのようにデー を活用するか、

という なる取り組みに向けた課題も 摘された。 

 

3 研修評  

①全体的満足度 10点中 8.6点  

②研修で得られたこと（4件法） 

「スクールワイド PBS基本知識」「 在の取り組みを充実するための視点や方法」「新たな取り

組みを行うための視点や方法」のいずれも「得られた」「ある程度得られた」と回答された。 
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③校長先生の取り組みの 化 

「大切にすること」や「具体的な や 立て」「認め合い」の仕組みを充実させた。 

 

④実践により 化したこと 

 

校長先生の見通しや自信、教職員のポジティブな子ども理解や支援、子どもの主体的な取り

組み、チーム力のいずれにおいても「 化した」「ある程度 化した」と捉えていた。とくに、

校長先生自身が学校経営の中で 在の取り組みの位置づけをあらためて認識したこと、子ども

が安心して発言したり、自らこうしたいとする がみられるようになったりしたこと、教職員

が子どもの願いやがんばりを受け止める感度が まったことを 摘された。 

 

 

⑤学校生活アンケー  

事前（6月）と事後（1月）、  生 に学校生活アンケー （School Climate: 若林他作

成：25項目 4件法回答）を行った。その 果、「目 やルールの明確化」「先生は  生 を大

切にしている」「  生 は認め合っている」の評 点が有 に向上した。 
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4 管理職はエビデンスをどのように活用すればよいか（校長先生の考察） 

 

 

5 まとめ 

本事業は管理職が教職員と協働して、多様な子どもが安心して学べるポジティブな学校文化を

つくるために、スクールワイド PBSを学び、活用するための研修を検討した。そのために、1回

目に講義とモデル校の実践を踏まえて自校の充実策をつくる研修を行い、2回目に実践成果を報

告交流し、管理職がどのようにエビデンスを活用することができるかを検討した。 

その 果、校長先生の研修満足度の評 は 10点中 8.6点と好評で、研修で得られたこととし

て、スクールワイド PBSの知識とともに、それに基づく自校の充実策の見通しが得られたと評 

された。そして、校長先生は自校の状況から 在の取り組みを確認し、「大切にすること」を具体

的な や 立てとして見直す実践を行っていた。それにより、校長先生の見通しや自信、教職員

のポジティブな子ども理解や支援、子どもの主体的な取り組み、学校のチーム力のいずれにおい

ても「 化した」「ある程度 化した」と捉えていた。  生 が回答した学校生活アンケー で

も事前から事後で、「目 やルールの明確化」「先生は  生 を大切にしている」「  生 は認

め合っている」の評 点が有 に向上した。さらに、校長先生の考察において、エビデンスの教

育的  を考え、 状の取り組みを見直し、方針をもつことやデー を基に組織的な取り組みと

し、教育活動の充実や  えを可視化することの重要性を 摘していた。 

これらの 果から、管理職がエビデンスを活用するための研修としては、エビデンスに関する

知識とともに、その教育的  を認識し、それを学校経営の中でどのように進めるかを各自が明

らかにする研修内容が重要であるといえる。そのために、今回の研修のように、講義で情報をえ

て、自校の充実策をつくり、実践成果を検討する研修は有効であることが示唆される。とくに、

今回の研修で工夫したスクールワイド PBSの教育的  を明示すること、多くの学校で取り組ん

でいる「よさみつけ」等に焦点をあてる、成果を実 するための知見（実行度評 ）に基づくチ

ェ ク ス 、校長の学校経営実践モデルについては、管理職が学校経営の中で振り返る際に役

立つと考えられる。さらに、今回のように自治体の研修において、管理職が学び、その成果を報

告共有するための仕組みを構築することで、研修成果を地域で共有し、継続することにつながる

・スクールワイド   は「よさを引き出し、認め合う仕組みづくり」。「何をよさ」と捉えるのかで学校の在り方は大
きく違う。自校の状況を踏まえた方針が重要。
・「よさみつけ」を軸に安心して学べる学校づくりに取り組んでいたが、 探りであった。エビデンスを がかりに学
校経営の妥当性を確認し、充実策を明確にすることが重要である。
・いくら有効なエビデンスがあっても、自校で活用する方針がなければ、役にたたない。管理職は自校の状況を踏まえ
て、エビデンスを活用する方針を明確にすることが重要である。
・  一人一人のよりよい成長を願い、  の立てた目 を達成させるために、俯瞰的に捉えた策を学校経営に位置付
けることが大切だである。そこに、ポジティブな行動支援ができる教職員が育つ。

・職員で成果を共有し、 年度の経営構想の  や重点化の視点とする。

・学校経営に活かす。そのために、子どもの主体性と学校の組織力を めるための具体を示す。また、職員どうしでス
クールワイドＰＢＳの  策や  を考えることに繋げる。教育長さんが話された、よさみつけの在り方には スを入
れ、「事実の裏にある真実」を見つめられる子どもに育てていきたい。

・学校運営協議会等で地域と共有していくとともに、 年度の学校経営方針に位置付ける根拠として活用する。

・子どもの教育成果は見えにくく、ゆえに  えもわかりにくい。デー を基に必要な取り組みを明確にし、その推進
状況を可視化すると、子どもと教員とともに考え、充実できる。
・記録（数 ）を活用して、評 （認める・褒める）する。できていない事実に関しては、目 設 が適切であった
か、また  のあり方が適切であったか等の振り返りを行い  R イクルで生かす。全校集会等の機会に、取り組む 
 やよくなった点を大いに認め励ます。職員にも同様。
・子どもの学びの成果として、教職員と  生 に伝える。エビデンスをもとにして活動を考える・見直すというプロ
セスを、どの教員とも共有する。  生 とも、エビデンスをもとにして活動を考える・見直すプロセスを共有する。

デー に
基づく
PDCA

学校経営
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と考えられる。 

一方、今回の研修では、全ての子どもを対象とした第１層支援が中心であり、多様な子どもと

いう側 は不足する。実践成果で報告されたような、個人と全体の双方に当てた取り組みに関す

る情報はさらに充実する必要がある。また、何人かの校長先生はアンケー 等に基づいて取り組

みの進捗状況や成果をフィードバ クし、それが子どもと教員の方向付けに効果があるとしてい

る。このようなデー に基づく  決 についての内容も研修で充実することや、自治体として

のデー 検討のためのシステム整備も必要であると考えられる。 

 在、不登校やいじめ、特別支援教育等の多様な子どもが安心して学べる学校づくりが求めら

れている。そうした中で、本研修は、管理職がエビデンスを活用するためのモデルを提供する。

多くの学校や地域と共有し、安心して学べる学校づくりを広げていきたい。 

 

6 他の教育委員会等 の参考 

①NITS の提唱する研修観の転換を踏まえて、管理職が教職員と協働して、今日的な課題解決に

向けたエビデンスを学び、活用する研修を提唱する。 

②本研修により、管理職の職能の 度化および教育委員会の学校支援の向上を れる。 

③オンライン研修とフォローア プ研修、成果共有の仕組みとすることで、負担を軽減しな 

がら、研修成果の勤務校や地域 の還元ができる。 

④全国の教職大学院や教育委員会に対して、管理職研修や教育委員会の学校支援に役立つ。 
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Ⅱ NITS・岐阜大学教職大学院等コラボ研修成果報告シンポジウム 

令和 7年２月 3日（月）13:00-15：50まで、ZOOM会議によるオンラインシンポジウムを

実施した。全国の大学、学校、教育委員会、市民等 名が登録し、活発な討論がなされた。 
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資料 ワークシー  

 
スクールワイド PBSは、全ての子どもが安心して学べる学校をつくるために「大切にし

たいことを具体的な として示し、それを引き出す環境を整え、認め合い、成長を喜ぶ仕
組み」です。校長先生が 在行っている取り組みをスクールワイド PBSの観点から振り返
り、どのような充実策ができるのか、その成果はどのようなものかを教えていただきたい
と います。 

 
＜ 月２ 日研修＞ 
① 在、ポジティブな学校文化をつくるために取り組んでいること 
 研修前に記入しておいてください。 
・ 
 
 
 

 
② 在の取り組みを、スクールワイド PBSの観点から振り返ってみましょう。 

スクールワイド PBSの観点 前 後 

①学校経営、教育目 等から 在の取り組みの大切さを明らかにしている   

②なぜ、取り組むとよいのかを教職員や子どもに伝えている   

③大切にしたいことを具体的な と 立てとして示している   

④大切にしたいことを実 するために推進チームをつくっている   

⑤推進チームが校内に提案しやすいようにしている   

⑥教職員が負担なく学び、実行できる計画をつくっている   

⑦子どもが負担なく学び、実行できる計画をつくっている   

⑧取り組みを可視化し、認め合い、検討する方法を明らかにしている   

⑨子ども、教職員、地域と成果を共有する方法を明らかにしている   

⑩成果を 年度に引き継ぐ方法を明らかにしている   

1行っていない 2あまり行っていない 3ある程度行っている 4行っている 

 

③自校の充実策 
 スクールワイド PBSの観点から、 在の取り組みで充実できそうなこと 
研修日に作成しますが、 め記入いただいてけっこうです。 
・ 
 
 

 
＜12月 23日研修＞ 
④充実策の成果は？ 
・ 
 

 
⑤管理職はエビデンスをどう活用すればよいか？  
・ 
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